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市政一般質問

宮田　真美 議員

　本市の人口は増加しており、今後も県外を含む他自
治体から、小さな子ども連れの方が転入してくる可能
性が高いため、保育環境の拡充や準備が急務である。
本市において保育園を運営する事業者や保護者の意見
を取り入れ、待機児童のさまざまな状況にも対応でき
るような新たな施策を教えていただきたい。

野島　進吾 議員

　本市においては、高血圧症、糖尿病、脂質異常症な
どの生活習慣病の患者が増えていると言われている。
主に中年期以降に発症する生活習慣病が、日本人の大
きな死亡原因である脳出血や心筋梗塞、腎臓病を引き
起こすことはよく知られている。本市の生活習慣病の
現状と予防対策について尋ねる。

廣瀬　政和 議員

高齢者タクシー券を
支給してほしい

保育環境の施設整備に
関する具体的な施策

答

生活習慣病の予防と対策

答

　４カ月に１度支給されている児童扶養手当は、実質
的に生活給であり、市職員の給料が４カ月に１度支払
われるようなものである。前回提案した「毎月支給の
ため市が一旦貸し付け、後日、支給に合わせてまとめ
て返金してもらう仕組み」の試行を明石市が始めてい
る。大村市の取り組みにも期待したい。また、国の動
向も合わせて確認する。

　「バス停が遠く、歩いて行けない」、「免許証を返
納したいが、車がないと生活できない」等の理由から、
高齢者からは県内他市で実施されているタクシー券の
支給を望む声が上がっている。高齢者の自由な外出を
保障することは、自立や尊厳を持って生きることにつ
ながるため、高齢者へのタクシー券の支給を求めるが
どうか。

神近　寛 議員

年３回の給料で
やっていけますか？

　今年８月に実施した「教育・保育施設の
設置・運営事業者の募集」に際しては、各
地区の保護者への聞き取りや市保育会等へ

の意見聴取は行っていない。
今後は、市保育会だけ
ではなく、さまざまな
団体との意見交換を重
ね、さらに充実した保
育行政に努めたい。

　本市の生活習慣病の現状については、平
成 27 年度の国保の特定健診等の結果から、
メ タ ボ 該 当 者 16.9％、糖 尿 病 有 病 者

10.8％、高血圧症有病者 5.5％となっている。また、
予防策については、市内各地での食生活改善推進員
による食生活指導のほか、各学校においては、学習
指導要領に基づき、
児童生徒の発達段階に応
じて、保健体育科等を中
心に生活習慣に関する指
導を行っている。

答答 　児童扶養手当相当額の貸し付けについて、
明石市は19世帯を対象にモデル事業とし

て実施されており、その後対象を広げられるよう
であるが、貸し付けとなった場合、返済の必要が
生じるため、さまざまな問題の発生が予想される。
このため、今この場で、本市ですぐに取り組むと
答えることはできない。なお、国においては、支
給回数を年３回から６回に変更する案が浮上して
おり、現在検討されている。

　高齢者へのタクシー券の支給については、
現在実施中の交通空白地等における乗合タ

クシーの実証運行の結果も踏まえ、総合的に判断
したい。なお、高齢者福祉施策の一環として、外
出支援策は重要であると考えており、現在高齢者
が気軽に集える場所として、
中学校区ごとに、地域ふれあ
い館の整備を進めている。
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出支援策は重要であると考えており、現在高齢者出支援策は重要であると考えており、現在高齢者

の意見聴取は行っていない。の意見聴取は行っていない。
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９月定例会では、21名の議員が質問を
行いました。主な内容をご紹介します。

　環境センターの焼却炉はあと10年で更新を迎えるが、
新炉建設には莫大な費用が予想される。燃やせるごみ
と生ごみを分別収集し、生ごみをたい肥化することで、
燃やせるごみは半分になり、炉の延命や新炉建設コス
トの低減も図ることができる。分別収集の必要性を市
民に説明し、協力を求めるなど検討を始めるべきだ。

大崎　敏明 議員

　県が実施した森園海岸を砂浜化する浅場づくり事業
が完了し、検証の結果、アサリの稚貝等の発生が確認
された。市が県に海岸の利用計画を提出した上で、平
成29年度には管理を含め大村市に移譲される予定で
あった。市は市民が海に親しめるような利用計画を作
成し、県に提出したのか。

大崎　敏明 議員

アレルギー対応の非常食も
常備すべき

生ごみの分別収集・
たい肥化に取り組むべき

答

森園海岸浅場の利用計画は
作成したのか

答

　近年、アレルギー体質の赤ちゃん用粉ミルクや特定
原材料を一切含まないアルファー米食品、米粉を使っ
たクッキーなど、多くのメーカーから、さまざまなア
レルギー対応の非常食が販売されるようになった。東
日本大震災のときには、アレルギー対応食が不足し、
多くの子供たちが苦しんだことを教訓とし、アレル
ギー対応の非常食を早急に常備すべきではないか。

　生ごみの分別収集・たい肥化については、
パッカー車に分別した可燃ごみと生ごみを

一緒に投入することができず、また、生ごみのみ
を週２回収集した場合の経費は、年間約１億円と
試算している。財政的な問題もあるが、生ごみ分
別の実現可能な方法について積極的に研究したい。

　浅場造成された森園海岸については、干
潮時にしか浅場は出現せず、また、スロー

プの設置を県に申し入れたが、東日本大震災以降、
波受け堤防に開口部を設けることは、法令等の制
限が非常に厳しくなっているとの回答があったた
め、イベント等の開催は困難と判断し、これまで
どおり、県に管理をお願いした。このため、利用
計画も提出していない。現状でクリアすべき課題
は多いが、どのようなことができるのか、引き続
き検討したい。

答 　アレルギー対応食については、コスト面
の検討が必要であるため、全部というわけ

にはいかないが、今年度整備する備蓄品の中で、
アレルギー対応食を購入したい。
　

生活・環境

田中　博文 議員
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